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佐賀県の取り組み状況

平成28年12⽉22⽇

Ｊ☆ＳＣＲＵＭ 第3回会議



取組状況 前回会議（H28.3 .2５）以降〜
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H28.3 J☆SCRUM 第２回会議

H28.5 国への政策提案
「実証フィールドのインフラ整備」「⼀般海域利⽤の法整備」

H28.6〜7 第１１回 再⽣可能エネルギー世界展⽰会 出展（パシフィコ横浜）

H28.8
九州地域戦略会議「再⽣可能エネルギー産業化推進委員会」

平成２８年度 第１回 海洋エネルギー産業化実務者会議
UMIENEデータ整備（海底地形調査等）開始

H28.9
佐賀県海洋再⽣可能エネルギー研究開発等事業費補助⾦ 採択
事業者：⻄研グラフィックス株式会社（佐賀県 吉野ヶ⾥町）
事業名：漁業協調型 浮体式⼩型潮流発電の実証研究

H28.10
第１回 海洋温度差等海洋エネルギー発電施設の

安全ガイドライン策定委員会（国交省）
「海洋エネルギー」をテーマにしたオランダへの訪問団 参加

H28.12

後背地調査 開始
ドップラーライダーによる陸上での⾵況測定 開始（１年間以上）
平成２８年度 第１回 佐賀県海洋再⽣可能エネルギー推進協議会
J☆SCRUM 第３回会議



○⽇ 時 H2８.３.2５（⾦） 1３：３0〜1５：３0
○会 場 佐賀⼤学海洋エネルギー研究センター（IOES）伊万⾥サテライト
○参加者 会員６０名
○内 容
（1）佐賀県の取り組みについて
（2）産業創出プラン（案）について
（3）佐賀⼤学の取り組みについて

※終了後にIOESの施設⾒学

J☆SCRUM 第２回会議
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国への政策提案
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○⽇ 時 平成２８年５⽉２４⽇（⽕）11時〜
○提案者 ⼭⼝佐賀県知事

代⾏：⽯橋産業労働部⻑
○提案先
内閣官房 総合海洋政策本部

○主な結果
（1）実証フィールドのインフラ整備

・総合海洋政策本部事務局で予算を確保して
具体的な事業を⾏うのは困難

（2）⼀般海域の法整備
・⼯作物に対し県が使⽤の許可を与え、使⽤料を
徴収しているのも、ルールの⼀つ

・可能ならば、条例の望ましい在り⽅を⽰したい。
・漁業権は⽣存権に関わってくる問題であり、国
として海域の⽤途を決めるのは困難

（3）その他
・実証フィールドの利⽤事例が少ない、実績が欲
しい。

・フィールドはアピール⼿段。
・関係者との協議が整うならフィールド外での実
証も可

・係留技術のみの実証事例もある。直接エネル
ギーを⽣み出さなくても幅広く考えて欲しい。



第１１回 再生可能エネルギー世界展示会
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○会 期 H28.6.29（⽔）〜7.1（⾦） 10：00〜17：00
○会 場 パシフィコ横浜 展⽰ホールC・D（横浜市⻄区みなとみらい）
○主 催 再⽣可能エネルギー協議会
○来場者 6/29 7,183⼈ 6/30 8,388⼈ 7/1 9,552⼈

合計 25,123⼈
○佐賀県の展⽰内容
・佐賀県海域の特徴 ・J☆SCRUMの紹介
・ライダーブイ設置⼯事動画 ・ライダーブイ模型展⽰
・双⽅向衝動タービン展⽰（佐賀⼤学IOES）



第１１回 再生可能エネルギー世界展示会
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〇事業名
平成28年度 佐賀県UMIENEデータ整備業務委託

〇⽬ 的 UMIENEデータの整備

〇期 間 平成２８年８⽉１０⽇
〜平成２９年３⽉２４⽇

UM IENEデータ整備
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UMIENEデータとは…海洋エネルギー創出のための基盤情報

⽂献調査：海域の⾃然条件・社会条件情報の収集整理
⾃然条件…地形、地質、⽣物、気象・海象
社会条件…漁業操業、港湾施設、海岸保全地域、

定期船航路

実測調査：海底地形・地質調査、海底⾯状況調査
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〇事業名 海洋再⽣可能エネルギー産業創出に係る後背地可能性調査等業務委託

〇⽬ 的

※拠点港を中⼼とした陸地での海エネ機材の保管、積み出し、運搬ルート等

〇期 間 平成２８年１２⽉１⽇〜平成２９年３⽉２４⽇

後背地調査
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・陸地での後背地可能性調査を実施※

・環境影響評価で必要と考えられる既存データの調査・収集

資料として整理

海域への進出を検討する事業者の誘致につなげる



○概 要
オランダで開催された「海洋エネルギー展⽰会・会議」、「第４回国際海洋温度
差発電会議」への⽇本の海洋エネルギー関係者による訪問団の派遣
（テーマとなる海洋エネ：海流・潮流・波⼒・海洋温度差発電・海洋濃度差発電）

○主 催 【オランダ側】
・オランダ⽔⼒エネルギー協会(EWA) ・オランダ⽔組合 (NWP)
・オランダ王国⼤使館 ・海洋エネルギー展⽰会・会議
・第４回国際海洋温度差発電会議

【⽇本側】
・⼀般財団法⼈海洋エネルギー資源利⽤推進機構（OEA-J)
・佐賀⼤学

○⽇ 程 １０⽉２４⽇（⽉）〜２７⽇（⽊）
○参加者 ⾃治体、学術機関、企業など １６名

佐賀県からは、・佐賀県海洋再⽣可能エネルギー推進協議会 川嵜会⻑
（佐賀⽞海漁業協同組合 代表理事組合⻑）

・佐賀県海洋エネルギー産業クラスター研究会 吉⽥会⻑
（株式会社ワイビーエム 代表取締役会⻑）

・佐賀⼤学IOES 今井准教授
・県職員 ２名 の５名が参加

「海洋エネルギー」をテーマにしたオランダへの訪問団
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「海洋エネルギー」をテーマにしたオランダへの訪問団
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○ 期間中、オランダの海エネ関連企業・団体との会合を実施。
佐賀県側とオランダ企業側の状況を確認し、今後は、連携が出来るところがあるか

探ることとした。
現在、オランダ⼤使館の協⼒を得ながら、オランダへJ☆SCRUM会員企業の情報を

発信するとともに、佐賀県での事業実施に関⼼がある企業の情報を収集中。



ドップラーライダーによる陸上での風況測定
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○概 要
昨年度整備したライダーブイ（気象・海象観測機器）に搭載されているドップ
ラーライダー「ZephIR 300」を、本体から分離し、単独で陸上にて運⽤し測定

○測定場所 唐津北部衛⽣処理センター「しおさい」（唐津市呼⼦町⼤友）
○測定期間 １２⽉より試運転中（最終調整は１⽉に実施予定）

１年間 継続しての測定を予定
※ ただし、ライダーブイの使⽤希望があればそちらを優先


